




　「
お
は
よ
う
。」、「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。」元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
の

朝
の
挨
拶
、
冷
た
い
朝
の
空
気
が
一

瞬
す
っ
と
和
ら
ぎ
ま
す
。

　
バ
イ
パ
ス
下
、
側
道
を
走
り
す
ぎ

る
車
、
横
断
歩
道
を
車
に
注
意
し
な

が
ら
渡
る
子
ど
も
た
ち
。
朝
の
通
学

路
を
子
ど
も
た
ち
と
歩
き
始
め
て
２

年
数
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
１

年
は
、
学
校
ま
で
が
見
渡
せ
る
バ
イ

パ
ス
下
を
定
位
置
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。

　
路
地
か
ら
次
々
に
姿
を
見
せ
る
子

ど
も
た
ち
、
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
自

転
車
を
走
ら
せ
る
中
学
生
、
い
つ
し

か
笑
顔
で
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
通
勤
の
人
た
ち
。
多
く
の
車
も
一

旦
停
車
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
運
転
者
の
笑
顔
に
、
子
ど

も
た
ち
は
、
ピ
ョ
コ
ン
と
頭
を
さ
げ

ま
す
。

　
私
た
ち
の
『
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
、
住
み
良
い
温
か
な
町
を

作
ろ
う
』
と
の
思
い
が
、
少
し
は
か

な
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
も
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
折
尾
署
少
年
補
導
員（
遠
賀
支
部
）

で
は
、
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け

で
は
な
く
、
月
に
２
回
、
町
内
補
導

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
小
中
学
校
の
下
校

時
に
合
わ
せ
て
、
駅
か
ら
小
中
学
校

ま
で
の
通
学
路
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル

と
、
夜
間
に
は
不
良
図
書
や
ビ
デ
オ

な
ど
の
自
動
販
売
機
の
調
査
報
告
な

ど
で
す
。

　
数
年
前
に
は
、
神
社
の
裏
な
ど
に
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
シ
ン
ナ
ー
の
袋

な
ど
が
散
ら
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
今

で
は
そ
れ
が
な
く
な
り
、
駅
や
ゆ
め

タ
ウ
ン
な
ど
、
人
目
に
つ
か
な
い
場

所
か
ら
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
に
、

子
ど
も
た
ち
の
目
が
向
い
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪
な
ど

か
ら
守
る
に
は
、『
子
ど
も
見
守
り
隊
』

や
、
そ
の
他
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
、

常
に
「
子
ど
も
た
ち
を
守
る
」
と
い

う
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
が
、

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
と
家
庭
、
そ
し
て
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
努
力
し
続
け
ま
し
ょ
う
。





　
平
成
19
年
度
分
の
町
県
民
税
は
、
地
方
税
法
や
遠
賀
町
税
条
例
な
ど
の
改
正
で
、
平
成
18
年
度

分
と
比
べ
て
、
主
に
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
分
の
町
県
民
税
と
は
、
平
成
18
年
中
の
所
得
な
ど
に
基
づ
い
て
計
算
さ

れ
、
平
成
19
年
６
月
か
ら
納
め
て
も
ら
う
も
の
で
す
。



　芦屋町総合運動公園グラウンド（芦屋町山鹿）で、１月

14日に「遠賀郡消防合同出初式」が行われました。当日

は、遠賀郡内の消防団と遠賀郡消防本部が一同に集まり、

日ごろの消防活動の成果やその技術、規律と団結力を披

露しました。今年の出初式では、航空自衛隊芦屋基地太

鼓部による太鼓演奏や祝賀放水が行われ、出初式を盛り

上げていました。また、消防活動に尽力した人の表彰も

行われ、遠賀町からは延べ14人が受賞しました。

　新学期が始まったばかりの1月13日、広渡小学校で、もちつき

大会が行われました。この日使ったもち米は、児童たちが昨年、

田植えから稲刈りまでを行ったものです。

　もち米が蒸しあがると、児童たちは寒さも忘れて、我先にと、

つくのに一生懸命。ふっくらとしたおもちができあがると、顔を

真っ白にしながら形を整えていました。

　児童たちは、出来上がったおもちを、きな粉やあんこ、大根お

ろしなどでおいしそうに食べていましたよ。

　写真の大根は、秦正茂さん（鬼津）の家庭菜園で、１

月11日に取れた大根です。

　秦さんは、「昨年の暮れに採ろうと思っていましたが、

先が割れているのを見て、しばらく置いておくことにし

ました。今日、切り干し大

根にしようと思い、思い切

って抜いてみるとグローブ

みたいな形なので、びっく

りしました。まさか大根を

採りに行って、グローブが

採れるとは思いませんでし

たよ。」と笑いながら話して

くれました。

　実際はグローブより大き

なこの大根。畑からのちょ

っと遅めのお年玉でしょう

か。



　昨年11月10日から12日ま

で、東京都の駒沢オリンピッ

ク公園総合運動場で行われた

「第55回全国青年大会　バド

ミントン団体ダブルス」で、

森田奈津子さん（松の本）が、

見事準優勝に輝きました。

　森田さんは、お母さんの影

響でバドミントンを始め、高

校生時代はバドミントン部に

所属していました。現在は、仕事をしながら、週に数回バ

ドミントンの練習を続けているそうです。

　今回の感想を聞いて見ると、「今回の大会は、高校生の

時とは違い、『負けてはいけない』というプレッシャーが

無かったので、のびのびと試合ができました。それに、気

の合う仲間と試合ができたので、今までにないくらい楽し

い試合でした。今後は一般の部で、今回一緒に参加した人

たちと、県大会の優勝を目指したいです。」とうれしそう

に言ってくれました。

　森田さんは「バドミントンは、とても体力的にも辛いス

ポーツです。でも、その辛い中から楽しみを見つけてがん

ばってください。」と、バドミントンをしている人や、こ

れから始めようと思っている人にアドバイスしてくれました。

　森田さん、これからもバドミントンを楽しみながらがん

ばってください。

　昨年12月24日から27日まで、大阪市中央体育館で行われた「JOC

ジュニアオリンピックカップ　第20回全国都道府県対抗中学

バレーボール大会」で、岩本雅志君（遠賀中学校３年）と西将

大君（遠賀中学校３年）が、福岡県選抜に選ばれ、全国で48

チームが参加した大会を勝ち抜き、見事準優勝に輝きました。

　今回の感想を岩本君は「決勝戦で、長崎に勝てなかったのが

残念です。」と、西君は「中学校生活最後の大会だったので、

優勝したかったです。」と、２人とも優勝を逃したことを、悔

しそうに語ってくれました。

　2人は、「高校生になってもバレーを続けるので、中学で達成

できなかった全国優勝を、今度こそ実現させたいです。」と、今

後の意気込みを力強く語ってくれました。後輩たちへは、「チー

ムみんなで盛り上がって点を取り、勝った時の喜びを是非味わ

って欲しいです。だけど、勝つことだけにこだわらず、楽しみ

ながらバレーをしてください。」と熱いエールを贈っていました。

　夢の実現に向けて、これからもがんばってください。



天
野
　
玲
子
選
　

み
ど
り
児
を
背
負
い
て
石
段
登
る
と
き

我
首
し
か
と
握
り
し
め
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
淑
子

み
ど
り
児
の
子
泣
き
相
撲
に
片
方
は

泰
然
自
若
片
方
は
泣
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本
　
雅
光

宝
物
い
だ
く
が
に
抱
く
み
ど
り
児
の

閉
じ
し
ま
ぶ
た
の
産
毛
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
子

池
田
　
幸
利
選
　

正
面
に
山
た
て
か
け
て
冬
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
賀
　
恵
子

山
茶
花
の
闇
を
ま
と
ひ
て
な
ほ
白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
貢

時
雨
る
る
や
仁
王
門
ま
で
階
長
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
冨
　
盈
子

岸
原
　
清
行
選
　

駅
ま
で
の
真
っ
直
ぐ
な
道
日
短
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
谷
恵
美
子

沖
つ
波
注
連
一
本
の
夫
婦
岩

生
野
八
代
子

摺
り
足
の
巫
女
の
黒
髪
初
雀

千
々
和
忠
弘



１位

２位

３位

４位

５位

浅田  　次郎　著

高杉  　　良　著

角田  　光代　著

坂東  真砂子　著

宮部  みゆき　著

中原の虹　①・②

腐蝕生保　上・下

薄闇シルエット

鬼に喰われた女

名もなき毒

かくた

みやべ

ちゅうげん

ばんどう

ふしょくせい ほ

うすやみ

さ　さ　き

いちりき

じょう

よしふみ

なまむぎなまごめなまたまご

か　が　やま たくろう





　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

い
、
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
さ
く
ら
の
事
業
内
容
が
、
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
新
た
に
始
ま
る

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
事
業
内
容

　
創
作
活
動
や
生
産
活
動
の
機
会
の

提
供
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
支
援

●
対
象

　
遠
賀
郡
内
に
住
ん
で
い
る
義
務
教

育
終
了
の
人
で
、
障
害
程
度
区
分
・

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

●
定
員
　
１
日
10
人

※
１
日
に
10
人
を
超
え
る
場
合
は
、

　
利
用
日
数
を
制
限
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

●
費
用
　
１
日
617
円

※
希
望
者
は
食
事
代
が
別
途
必
要
で

　
す
。

●
そ
の
他

　
事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す

の
で
、
役
場
担
当
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
・
障
害
者
係

※平成18年10月から知的障害者デイサービスセンターさくらの事業は、「生活介護」と「経
　過的デイサービス」の２つの事業に分れました。そのうち「経過的デイサービス」が、
　平成19年４月から「地域活動支援センター」に移行されます。



　
育
児
に
追
わ
れ
、
自
分
の
た
め
の
健

康
管
理
が
後
回
し
の
お
母
さ
ん
、
た
ま

に
は
思
い
切
り
運
動
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　
２
月
16
日
（
金
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
生
後
３
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳

　
幼
児
と
保
護
者

●
内
容

　
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
エ
ア
ロ
ビ

　
ク
ス
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
骨
盤
矯
正
体

　
操
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
室
内
用
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
床
に
敷
く
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

※
必
要
な
人
は
、
着
替
え
も
準
備
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
２
月
20
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
２
月
22
日
（
木
）

﹇
受
付
﹈

▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
平
成
15
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
16
年

　
１
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
内
容

　
医
師
・
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察
と
歯

　
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
、

　
栄
養
士
・
保
健
師
の
健
康
相
談
お
よ

　
び
栄
養
相
談
、
歯
科
集
団
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
健
診
日
の
尿
を
10

　
㎖
程
度
、
家
庭
で
使
っ
て
い
る
仕
上

　
げ
み
が
き
用
歯
ブ
ラ
シ
、
健
康
診
査

　
票

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
２
月
23
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

﹇
受
付
﹈

　
午
後
１
時
20
分
〜
１
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
内
容

　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
楽
し
く
出

　
産
を
迎
え
る
た
め
の
生
活
、
ス
ト
レ

　
ッ
チ
、
お
産
の
イ
メ
ジ
ェ
リ
ー
、
ア

　
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
助

　
産
師
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
印
鑑
（
当
日
母
子
健
康
手
帳
を
受
け

　
取
る
人
）
、
母
子
保
健
テ
キ
ス
ト
（
母

　
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布
し
て
い

　
ま
す
）

※
母
子
健
康
手
帳
は
随
時
、
窓
口
で
交

　
付
し
て
い
ま
す
。

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　小倉調停協会主催による、無料

調停相談会が行われます。

●と　き　２月26日（月）

　　　　　午前10時～午後３時

●ところ

　黒崎消費生活センター

　（八幡西区藤田　メイト黒崎６階）

●相談内容

　▽民事関係　土地・家屋の明渡

　　し、多重債務、交通事故など

　▽家事関係　離婚、相続、家庭

　　問題の調整など

●その他

　当日、受付順で相談に応じます

●問い合わせ

　福岡地方裁判所小倉支部内「小

倉調停協会」

　☎０９３（５６１）３４３１



●
と
き

　
３
月
１
日
（
木
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児

●
内
容

　
保
育
士
と
の
親
子
遊
び
、
幼
児
マ
ッ

　
サ
ー
ジ
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
言
葉

　
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相
談
（
要
予
約
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
心
ま
ち
に
し
て

い
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
二
人
で

子
育
て
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
教

室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　
３
月
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

●
内
容

　
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
い
れ
（
実
習
）、

　
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
の
話
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
　
バ
ス
タ
オ
ル

●
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他

　
他
の
家
族
の
人
や
妊
婦
さ
ん
１
人
の

　
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

※
２
人
目
以
降
の
人
も
、
参
加
で
き
ま

　
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　
３
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
対
策
係

　
今
年
も
西
川
に
鮭
の
稚
魚
を
放
流
し

ま
す
。
稚
魚
の
飼
育
を
し
て
い
な
い
人

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
温
か
い
豚
汁

も
あ
り
ま
す
。
　

●
と
き

　
２
月
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜

※
雨
天
決
行
で
す
。

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
町
役
場
横
の
西
川
河
川
敷

※
駐
車
場
は
、
遠
賀
町
役
場
の
駐
車
場

　
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
河
川
敷
の
清

　
掃
活
動
を
行
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
（
教

　
育
委
員
会
内
）

　
☎
（
２
９
３
）
１
２
３
４

　
各
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
別
に

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
大
学
の
教
職
員
に
直
接
相
談

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と
き

　
２
月
24
日
（
土
）

　
正
午
〜
午
後
５
時

●
と
こ
ろ

　
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
（
中
央
区
天
神
）

●
対
象
　
高
校
生
以
上
の
人

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

　
財
団
法
人
　
私
立
大
学
通
信
教
育
協

　
会

　
☎
０
３
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

　内閣府では、平成19年度に実施する国際交流

事業（「国際青年育成交流」「日本・中国青年親

善交流」「日本・韓国青年親善交流」「世界青年

の船」「東南アジア青年の船」）の参加青年を募

集しています。

●応募資格（平成19年４月１日現在）

　日本国籍を有する18歳から30歳までの青年

●募集期間

　２月13日（火）～３月23日（金）

●申し込み・問い合わせ

　▽内閣府政策統括官（共生社会政策

　　担当）付国際交流第１担当

　　☎０３（３５８１）１１８１

　　http://www.cao.go.jp/koryu/

　▽福岡県生活労働部青少年課

　　☎０９２（６４３）３３８６
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先
月
、「
遠
賀
郡
消
防
合
同
出
初
式
」

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
出
初
式
の
取
材
は
、毎
年
特
に
冷
え

込
む
の
で
、今
年
も
手
袋
や
マ
フ
ラ
ー
、

防
寒
着
な
ど
を
着
込
ん
で
、完
全
武
装

の
状
態
で
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、今
年
は
そ
れ
ほ
ど
冷
え

込
ま
ず
、厚
着
を
し
た
分
、か
え
っ
て

暑
い
く
ら
い
。相
変
わ
ら
ず
、や
る
こ

と
が
裏
目
に
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　
出
初
式
も
終
盤
に
な
っ
て
、い
よ
い

よ
祝
賀
放
水
の
時
間
で
す
。勢
い
良
く

出
る
放
水
の
様
子
を
撮
る
た
め
に
、少

し
近
づ
い
て
カ
メ
ラ
を
構
え
ま
し
た
。

号
令
が
か
か
り
、い
よ
い
よ
開
始
で
す
。

す
る
と
、隣
の
町
の
放
水
の
出
始
め
が
、

横
か
ら
私
に
直
撃
。驚
い
て
シ
ャ
ッ
タ

ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
私
は
、半
身
び
し
ょ
濡
れ･･･

。

　
今
年
も
、や
っ
ぱ
り
寒
い
出
初
式
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
）

■お詫びと訂正■
広報おんが１月25日号に掲載の記事に誤りがありました。
お詫びして訂正します。
　■Ｐ３　町県民税・所得税の申告、譲渡・収支申告の日程
　　　　　２月22日（木）
　　誤　若松、松の本（姓がナ行以降の人）
　　正　松の本（姓がナ行以降の人）

●と　き　３月４日（日）

　　　　　午前９時～

　［受付］　午前８時30分～

●ところ　遠賀総合運動公園周回道路

●種　目（距離）

　▽小学１～３年生　男女　１㎞

　▽小学４～６年生　男女　２㎞

　▽中学生・一般　　女子　２㎞

　▽中学生・一般　　男子　３㎞

●対　象　町内在住、在勤、在学の小学生以上の人

●締め切り　２月20日（火）

※当日の申し込みは受付できません。

●申し込み・問い合わせ

　遠賀町体育協会（遠賀体育センター内）

　☎（２９３）５４３４

●と　き　３月４日（日）

　　　　　［開会式］　午前９時～

●ところ　遠賀体育センター

●対　象　町内に在住、在勤の18歳以上の人

※学生は除きます。

●締め切り　２月20日（火）

※２月22日（木）午後７時30分から遠賀コミュニティ

　センターで行われる監督会議に出席してください。

●申し込み・問い合わせ

　遠賀町体育協会（遠賀体育センター内）

　☎（２９３）５４３４


